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株式会社りそなホールディングス

「デジタルトランスフォーメーション銘柄(DX銘柄)2023」の選定について

～2020年、2021年以来3度目の選定～

株式会社りそなホールディングス(社長 南 昌宏)は本日、経済産業省、東京証券取引所および独立行政法

人情報処理推進機構が選ぶ「デジタルトランスフォーメーション銘柄(DX銘柄)2023」に選定されました。

「デジタルトランスフォーメーション銘柄(DX銘柄）」とは、経済産業省が東京証券取引所および独立行政

法人情報処理推進機構でデジタルトランスフォーメーション(DX)に取り組む上場企業の中から、企業価値の

向上につながる DX を推進するための仕組みを社内に構築し、優れたデジタル活用の実績が表れている企業

を紹介しているものです。当社はDX銘柄の選定がスタートした2020年以降、3度目の選定となります。

「ＤＸ銘柄2023」ホームページ

https://www.meti.go.jp/press/2023/05/20230531001/20230531001.html

【主なDXの取り組み】

 「デジタル」と「リアル」の融合

りそなグループは、個人1,600 万人・法人50 万社のお客さま基盤を中心とし

た豊富な対面チャネル(約 800 店舗の支店数と支店窓口・営業人財)、フルバンキ

ングとしての多様な商品・サービスラインアップという強みを最大限活かせるよ

う、デジタル技術を活用して「会えないお客さま」との取引機会の拡大を目指し

ています。

2018年2月に、個人のお客さま向けにりそなグループアプリをリリースしてい

ます。アジャイル開発体制を構築し、お客さま目線で継続的に UI/UX を重視した

機能改善に取り組んだ結果、現在ではお客さまに最も利用していただける銀行チ

ャネルとなっています。

2020 年 9 月には、ビジネスモデル・経営基盤の次世代化に向けた取り組みを加速させるため、オープ

ン・イノベーション共創拠点「Resona Garage(りそなガレージ)」を開設しています。

 金融デジタルプラットフォームの構築

りそなグループは機能の提供側と利用者側をつなげるエ

コシステムを構築し、りそなグループのお客さまだけでな

く、地域金融機関や一般事業法人、地方公共団体等やその

先のお客さまに向けて、金融デジタルプラットフォームを

提供します。

バンキングアプリの地域金融機関への展開、顔認証マル

チチャネルプラットフォームの検討、非金融データの利活

用検討、非対面決済や新規ビジネスなどを通じて、従来の

枠組みにとらわれない外部との幅広い共創を目指します。
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